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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 血液のヘモグロビンより抽出されたヘマトポルフィ

リン誘導体（HpD）がIE常組織に比べ癌組織により多

く取り込まれる事を利用したレーザー治療法である

Photodynamic therapy（PDT）を食道表在癌治療に

おいて内視鏡下に応用するために基礎的，臨床的研究

を行なった．

 方法

 1．組織内HpD濃度の経時的変化の検討

 PDTで選択的に癌を破壊することができる至適照

射時期を知る目的でHpD（3mg／kg）を静注し切除標

本凍結切片から顕微螢光分光計で癌部と非癌部の

HpD濃度の変化を測定した．24時間後，48時間後，72

時間後，96時間後各2例ずつ計8例につき測定した．

 2．PDTの組織学的効果の検討

 食道癌症例に術前HpD（3mg／kg）投与し48時間後

に癌部にアルゴン色素レーザー（Spectra Physics社

製）を照射し切除標本から組織学的効果を検討した．

照射時間は5分間でレーザーの先端出力ば200mw，

300mw，400mw，5QOmwとし，計10例に行なった．

 3．局所治療で根治可能な食道癌の検討

 表在食道癌切除100例の病理組織学的所見より，局所

治療（PDT）で根治可能なリンパ節転移（一）例につ

き検討した．

 4．食道癌PDTの臨床例の検討

 合併症のため手術不能で内視鏡的にほぼ粘膜内癌と

診断した7例に基礎的検討の結果をふまえ根治を目的

にPDTを行なった．

 結果

 1．HpD濃：度は24時間後が最も高濃度で時間の経過

と共に漸減した．選択的に癌を破壊する事ができる至

適レーザー照射時期は癌部と非面部の濃度差が最も大

きい48時間前後である，

 2．先端出力が大なるほど，より深い照射効果が認め

られる．上皮内癌の治療には200mw，粘膜内癌は

300～400mw，粘膜下層癌は500mwが必要である．

 3．リンパ節転移率は上皮内癌0％，粘膜癌12％で，

粘膜下層癌になると40％と高率になった．根治を目的

にした局所治療PDTの良い適応は上皮内癌であり，

粘膜癌が比較的良い適応となる．これらは内視鏡型で

は表在平坦型と凹凸の少ない表在びらん型にあたる．

 4．最長3年9ヵ月，最短9ヵ月の経過観察で全例

（3年以上3例），局所再発はない．しかし，一部粘膜

下層への浸潤が疑われた1例でPDT 1年後に腹部リ

ンパ節転移をみとめた．内視鏡の一視野で捉えられる

1／3周程度の病変が癌遺残の危険性なく確実に治療で

きる．

 結論

 食道表在癌の局所治療法としてPDTは一つの有効

な治療法と言える．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，ヘマトポルフィリン誘導体（HpD）が正常組織に比べ癌組織により多くとりこまれるこ

とを利用したレーザー治療法であるPhotodynamic therapy（PDT）を食道表在癌の内視鏡的治療に

応用するために基礎的，臨床的に研究を行なったものである．組織内HpD濃度の経時的変化，レー

ザー出力と組織学的効果の基礎的検討ならびに臨床応用例における治療効果の検討を行なった結果，

食道表在癌の局所治療法として，PDTが有用な一手段であることを明らかにしたもので学術上価値

あるものと認める．
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